
実践プログラム２： 

「多様な資源の公正な利用と最適管理」ミッション・ステートメント 

  

 

 

研究目標 

水資源・生態資源を含む多様な資源の公正な利用と最適な管理、賢明なガバナンスを

実現するため、資源の生産・流通・消費に関わる多様なステークホルダーに対して、ト

レードオフを踏まえた多面的なオプションを提案する。 

 

ミッション 

 近年、Future Earth 計画などに見るように、地球環境問題は互いに関連性があるため、

単独の問題解決は有効でなく、多様なステークホルダーと協働して計画・成果創出が必

要であることが指摘されている。資源問題としても、エネルギー、水、食糧のNexus構

造が指摘されているが、持続可能性の高い社会の構築には、これらの資源だけでなく、

生態系サービスを生む生態資源なども含めた考慮が人間の生存基盤の確保には必要であ

る。とくに、質の高い生活や精神的な豊かさなどにつながる文化的資源も考慮した多様

な資源の統合的管理が重要になっている。 

資源はさまざまな空間スケールで多様なステークホルダーによって生産・流通・消費

されており、それらのプロセスと通じて公正に利用・管理する仕組みと評価方法が必要

になっている。経済活動として考えても、持続可能な社会の実現には再生可能な自然資

源の利用が鍵となっており、これまでの製造資本中心の考え方から、これまで外部化し

ていた自然資本や人的資本、社会関係資本などを含めた豊かさの捉え方へ、価値や行動

の転換が必要である。一方、アジア地域に典型的に見るように、急速な経済成長や人口

増加、都市化などを背景とした大きな変化が起こっているものの、豊かな生存基盤と文

化的に結びついた持続性の高い資源利用の伝統も残っており、持続的な資源利用の将来

像に大きな示唆を与えている。 

 地球研の第 1 期、第 2期を通じて、こうした事例の蓄積がある程度進んでいる一方、

これまで研究の少なかった部分（エネルギー、グローバルステークホルダーとしての企

業など）もある。このプログラムでは、これらを補完する新規プロジェクトを育成する

と同時に、若い研究者の斬新なアイデアも積極的に取り入れ、これまでの研究の成果分

析やコアプロジェクトとの連携を通じて、マルチリソース、マルチスケール、マルチス

テークホルダーでの公正な資源利用のあり方を探る。さらに、社会の価値転換と行動変

容に必要な条件を検討し、公正な資源利用を実現するための政策や社会経済メカニズム

とその評価指標の提案を行う。 

 


